
国土強靱化 民間の取組事例 072   顧客を守る 

ビジネスにつなげる！ ▶顧客を守る 13レジリエンスに特化した商品やサービスをつくっている例 

072 災害情報の可視化による多様な情報伝達の展開 

取組主体 法人番号 事業者の種類（業種） 実施地域 
株式会社つくし巧芸 6120001039029 その他防災関連事業者 

（製造業） 
大阪府 

1 取組の概要 

 LED表示によるエマージェンシーサイン 

 株式会社つくし巧芸は、看板・サインが災害情報の提供や避難誘導に役立つべく、LED 表示シ

ステムを開発した。同社では、災害情報を光で知らせ、可視化することにより、安全・安心なま

ちづくりのサポートを目指しており、災害発生時に「目で確認できる」、「聞こえない場所でも

光る」、「無線でつながる」、「停電しても機能する」、「途切れることなく発信できる」、「避難行動

をサポートする」、「避難訓練ができる」の７つの効果により、命を守り、逃げきる行動をサポー

トすることに加え、学校や公共施設等避難場所で途切れることなく災害情報を伝え安全性を高

めることを目指している。 

 

2 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 停電時でも、平時の明るさで光る災害に強いエマージェンシーサイン 

 大規模災害時の停電により稼働するはずであった非常用発動機や蓄電池が、東日本大震災で

は、倒壊・破損・断線することにより、防災行政無線や非常用照明が稼働しない状況が発生し

た。これを打開する方策として、同社は 50年余りディスプレイ業界でアクリル樹脂加工とサ

イン業務に携わってきた経験を基に、LEDによる省エネ化と蓄電池の性能が飛躍的に技術進歩

する中、停電しても「いつもの看板が、いつものように、いつもの明るさで光る」災害に強い

エマージェンシーサインを開発している。 

 

▲エマージェンシーサイン表示システム    ▲エマージェンシーサイン LED警報サイン 
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 さらに、近年多発する自然災害において停電等で、情報伝達機能の麻痺や、暴風等で音声情報

が聞こえず避難が遅れることで被害が発生する現状を踏まえ、LEDによるエマージェンシーサ

インにより、多種多様な方法で確実に災害情報を伝えることができるシステムを考案し開発し

ている。 

 

3 取組の平時における利活用の状況 

 施設内の誘導サインとして活用 

 同エマージェンシーサイン表示システムは、学校施設で導入されており、このうち、平時は緑

色にて常時表示しており、施設内のトイレや各部屋等への誘導サインとしても使用でき、照明

を消している際も同表示システムを確認することができる。 

 

4 取組の国土強靱化の推進への効果 

 非常用放送システムと連動した情報表示 

 LEDサインと、既存の非常用放送システムや緊急地震速報、防災行政無線とを連動させ、表示

や文字色を変えることが可能であり、緊急時に避難路等を示している。 

 

要援護者等、誰もが確認することができる災害情報 

 要援護者である耳のご不自由な方々にも伝えることができ、警報サインの役割を周知徹底させ

ることで、聞き取らなければならない音声情報や読まなければならない文字情報よりも格段に

早く、瞬時に災害を認知させることができる。 

 また、災害情報を視覚で瞬時に確認できる表示切換システムも開発しており、災害を知らせる

だけでなく、矢印等を特殊な印刷技術で切り換えて点灯させることで、的確な避難誘導を促す

ことができる。 

 

5 防災・減災以外の効果 

 可視化による多言語対応の促進 

 同社は、平時よりインバウンドやバリアフリー(特に聴

覚障害者)に効果を発揮するための、多言語対応の観光

ガイドやタウン情報、ニュース等常時発信することがで

きる、屋内外に設置できるモニターやデジタルサイネー

ジとの連動タイプの製品を平成 28年 4月に発表する予

定である。 

 

 ▲デジタルサイネージ表示イメージ 
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 さらに、有事には無停電蓄電装置とワイヤレスメッシュネットワークでシームレス化を実現し、

多言語対応する災害情報と避難所情報を発信し可視化することで、より安全・安心なまちづく

りに貢献することとなる。 

 

6 現状の課題・今後の展開など  

  災害情報の音声による発報は、その緊急性に重点が置かれ、幼児や児童、高齢者や入院患者等

にとっては不安や恐怖心を抱かせる可能性がある。それに比べ視覚によるサインは聴覚障害者

にかかわらず、弱者に優しい設備として、今後様々な場所での活用が期待できることから、同

社では、エマージェンシーサインの広がりと普及に注力をしている。 

 

7 周囲の声 

  本校では平成 26年度より、月一回の防災訓練を時間帯や場所を変えて予告無しで行い、より現

実的な内容になるよう工夫しています。音声のみによる警報発報の課題を克服し、平成 27年９

月より視覚によるエマージェンシーサインを導入し、あらゆる場面での児童の自助意識を高め、

率先避難につながる実践的な防災教育を行っています。今後も場面と時間帯を変え、訓練を繰

り返していく予定です。（小学校校長） 
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